
ヒヤシンスの園芸品種の核学的研究皿

　　　　　　　　　　　　※
吉　　田　　正　　温

　　　　　　　　Masaharu　YosHIDA

Karyo1ogica1Stud．ies　on　the　Garden助αo伽肋5　II

　筆者は本研究の第1報吉田1）において，ヒヤシンス

（助αo伽ん狐oん肋脆L．）の二倍性4品種（Gertrude，

LaV1ct01re，R01desBe1gesおよびPrmceHenry）

の核型を報告した．本報告では，さらに二倍性1品種お

よび三倍性5品種の核型を明らかにしたので，ここに報

告する．

　　　　　　材料および方法

　本研究に用いたヒヤシンスの6品種は二倍性のPink

pear1，三倍性のCyc1op，Kmg　of　the　B1ues，Anne

Mar1e，B1smarckおよぴLady　Derbyで，その核型

分析の方法ならびに核型表示法はさきの第1報吉田1）の

場含と同様である、

　　　　　　　観　察　　結　　果

　1）　Pi皿k　pear1　（2n＝16）

　本品種の染色体数はすでにHa1r（Dar1mgtOn　et　a1）2）

が2n＝ユ6と算定している．筆者の観察結果もこれと

一致する（第1，7図）．本品種は二倍性である．染色体

の長さは，最長29．5μ，最短6．Oμである（第1表）．

第1表に示すごとく，本品種の染色体の一次狭窄の位置

は，第2および3組の2本ずつの染色体はたがいにひと

しくともにmed1anで，第5，6および7組の2本はと

もにsubtermma1である　しかし，第1，4およぴ8

組の2本の染色体はその形がや㌧異なり不等対である．

すなわち，第1組では1本（1）はmed1anであるが，

他の1本（2）はmed1anに近いsubmed1anである　な

お第1組の2本の染色体には一腕に二次狭窄が認められ

る．第4組は，1本（8）がmedianだが，他（7）が

med1anに近いsubmed1anである　第8組は1本（15）

がsubtermma1他（16）がsubtermma1に近いsub－

medianである．すなわち本品種の核型は本質的に第1

報で述べたヒヤシンスの二倍性の4品種のそれと一致し

　※　島根大学農学部農学科栽培環境学研究室

6

て2n＝16＝8V＋8jで示される．

　第1報のヒヤシンスの二倍性のRoi　des　Be1gesお

よぴPrmce　Henryの2品種では第3組が不等対であ

ったのに対し，本品種では第1，4および8組の3者が

不等対である．

　2）Cycl⑪p　（2n＝24）

　本品種の染色体数はさきにHa1r（Dar1mgton　et　a1）2）

によって2n＝24と算定されている．筆者の観察結果

もこれと一致する（第2，8図）．筆者の観察によるとそ

れら24本の染色体は長さおよび形から3本ずつほぽ揃い

8組に分けられる．したがって本品種はX＝8を基本数

とする三管性と考えられる．染色体の長さは最長2壬．2μ，

最短5．3μである（第2表）．

　各染色体の一次狭窄の位置は第1，2，3および4組

の3本ずつの染色体はともにmedianで，そのうち第

1組の3本はすべて一腕に二次狭窄をもつ．第5，6お

よぴ7組の3本ずつの染色体はsubtermma1に一次狭

窄が見られる。ただし第8櫛ま2本（23，24）はsub－

termma1であるが1本（22）だけはsubmed1anで少し

形が異なっている。

　すなわち本品種の染色体は，一次狭窄の位置がme－

d1anのものが4組，subtermma1のものが3組，そし

て不等対が1組からなる三倍性である．

　3）　K亙皿9　of　t血e遇1唖es　（2n＝24）

　本品種の染色体数はBe11mg3）4）およびDar1mg－

ton5）6）が花紛粒の分裂を観察し，de　MOL7）が体細胞で

2n＝24を算定している．筆者の根端細胞における観

察結果も明らかに2n：24で，三倍性と考えられる

（第3，9図）．

　本品種の染色体は最長23．2μ，最短5．4μである（第

3表）．一次狭窄の位置は第1，2および4組はmedian

で，そのうち第1組の3本に，二次狭窄をもつ．第3組

はやや不揃いで，2本（8，9）の狭窄はmedianであ

sokyu
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Tab1eユ　Measurements　of　the　somat1c
　chromosomes　in助α6伽んα∫oブ加枕α〃∫L．

　　cu1tivated　variety　Pink　pear1　2n＝16

Chromo． 　　　　　　　　　　Total　FormLength1n（μ）　　　　　　　　　　　　Constr1c
　　　　　　　　　　　（μ）　　（％）

1
2
3

．4

5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

12．2＋　4，7

13．1＋4，4

14．8＋14，7

13．3＋13，3

13．3＋12，0

12．4＋11，3

13．3＋10，4

11．1＋10，7

11．6＋　2．9

9．8＋2．4

8．7＋3．3

8．7＋2．7

5．8＋2．0

4．7＋2．2

4．9＋1．3

3．8＋2．2

7．6

6．2

24，5

23，7

29，5

26，6

25，3

23，7

23，7

21．8
ユ4，5

12，2

12，0

11．4
7．8

6．9

6．2

6．O

50，0

44，8

50，0

50，0

47，4

47，7

43，9

49，0

20，0

20，0

27，8

23，5

25，7

32，2

21，4

37．O

M
SM
M
M
M
M

SM1

M
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
S1M［

Table2　Measurements　of　the　somat1c
　chromosomes　in　H．oブ枇αZ｛∫L句

　　　　　　c．v．Cyc1op　2n＝24

るが，残りの1本（7）ではmedianに近いsubmedian

である．第5，6，7およぴ8組はsubtermma1であ

る．本品種の染色体は一次狭窄がmedianにあるもの

3組，subtermma14組，そして不等対1組からなる．

ただしさきのCyc1opでは不等対がj型の第8組にあ
ったが，本品種ではV型の第3組に見られた．

　4）　An皿e　lM二ar，e　（2n；24）

　本品種の染色体数はHurcombe（Darlmgton　et　a1）2）

が根端で2n二24と算定している．筆者の観察結果もこ

れと一致し，本品種は三倍性と考えられる　（第4，10

図）．

　染色体の長さは最長23．9μ，最短5．6μである（第4

表）．一一次狭窄の位置は第1，2および4組はmedian

でそのうちの第1組に二次狭窄をもつ．第3組の3本の

染色体は’やや不揃いで2本（8，9）はmedianだが，

1本（7）がmedianに近いsubmedianである．第5，

6およぴ7組はsubtemma1であるが，第8組は不等

対で2本（23，24）はsubtermma1であるが1本（22）

Tab1e3　Measurements　of　the　somat1c
　chromosomes　m　H　o舳励αZz∫L

　　　c．Y．King　of　the　B1ues　2n＝24

Chromo．
　　　　　　　　　　　Tota1　FormLength1n（μ）　　　　　　　　　　　　Constr1c
　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Tota1Form
Chromo．Length　in（μ）　　　　　　　　　Constr1c　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

　1

　2

　3

4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

13．1＋6，1

11．9＋　6．9

9．7＋5，0

14．7＋12，8

12．2＋11，9

11．7＋10，8

11．1＋10，8

10．O＋　9，7

10．6＋9，2

10．8＋9，4

10．6＋9，2

10．O＋8．9

9．4＋3．1

8．9＋2．8

8．1＋3．3

7．8＋2．5

8．1＋2．2

7．5＋1．7

4．7＋2．2

5．O＋1．4

5．O＋1．4

3．9＋2．5

3．9＋1．9

4．2＋1．1

5．0

4．2

4．2

24，2

23，0

18，9

27，5

24，1

22，5
21．φ

19，7

19，8

20，2

19，8

18，9

12，5

11，7
11．4．

10，3

10．3

9．2

6．9

6．4

6．4

6．4

5．8

5．3

45，9

48，3

48，7

46，5

49，4

48，0

49，3

49，2

46，5

46，5

46，5

47，1

24，8

23，9

28，9

24，3

21，4

18，5

31，9

21，9

21，9

39，1

32，8

20．8

M
M
M
M
1〉［

M
M
M
M
M
M
M
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
SM
ST
ST

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

9．8＋4．7

9．3＋3．8

9．8＋3，3

11．6＋11，6

11．6＋11，1

11．9＋10，9

11．3＋　8，9

10．O＋　9．3

9．3＋8．9

9．3＋7．8

9．1＋7．6

7．6＋7，1

10．9＋　4．0

8．9＋2．4

7．3＋2．2

7．1＋2．4

7．1＋2．0

6．2＋2．4

5．3＋1．8

4．7＋2．0

4．O＋1，8

4．4＋1．3

4．2＋1．3

3．8＋1．6

5．6

6．2

5．6

20，1

19，3

18，6

23，2

22，7

21，8

20，2

19，3

18，2

17，1

16，7

14，7

14，9

11．3

9．5

9．5

9．1

8．6

7．1

6．7

5．8

5．7

5．5

5．4

51，1

51，7

47，6

50，0

49，0

50，0

44，0

48，3

48，8

45，5

45，4

48，5

26，9

21，5

23，2

25，5

22，0

28，2

25，0

30，0

30，8

23，1

24，0

29．2

M
M
M
M
M
M
SM
M
M
M
M
M
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST
ST

sokyu



8
 

orientalis L. (1. 2n = 16 2-6. 2n = 24) 
3. King of the Blues 2. Cyclop 1. Pink pearl 

4. Anne Marie 5. Bismarck 6. Lady Derby x 900 

sokyu
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がsubmedianである．すなわち，本品種の染色体は

med1an3組，subtermma13組，不等対2組（V型
とj型）である．なお，本品種の不等対の第3組は

Kmg　of　the　B1ues，第8組はCyc1opのそれと一致し

V型とj型の両者に一組ずつ見られる．

　5）B旦sm肌clk（2n＝24）

　本品種の染色体数はHa1r（Dar1mgton　et　a1）2）が

2n；24と算定している．筆者の観察結果もこれと一

致する　（第5，11図）．本品種もまた三倍性と考えられ

る．染色体の長さは最長31．4μ，最短6．9μである（第

5表）．

　一次狭窄の位置は第1，2および4組はmedianで，

そのうちの第1組が二次狭窄をもつ．第3組は2本（7，

8）はmed1anだが，他の1本（9）がsubmed1anであ

る第5，6および8組はsubtemma1で，第7組は
2本（20，21）はsubtermma1だが他の1本（19）はsub－

lmed1anである．

　すなわち，本品種の染色体は一次狭窄がmedianの

ものが3組，subtemma13組および不等対2組から

なる．本品種の不等対の第3組はさきのKmg　of　the■

B1ues，Anne　Mar1eと同じであるが，第7組が不等対

の場合は上述の三倍性品種には認められず本品種ではじ

めて見られたものである．

　6）　Laay　1Derby　（2n＝24）

　本品種の染色体数はBe11mg3）4）およびDar1mgton5）6）

が花紛粒の分裂で，またde　Mo16）が体細胞で2n＝24

と算定している．筆者の観察緒果もこれと一致する（第

6，12図）．本品種も三倍性と考えられる．染色体の長さ

は最長28．6μ，最短7．2μである（第6表）．一次狭窄

の位置は第2，4組の染色体はすべてmed1an，第1，3

組では2本（1，2），（7，’8）はmedianだが残り1本

（3），（9）がsubmed1anである　そのうち第1組は

二次狭窄をもつ．第5，6および7組の染色体はすべて

subtermma1で，第8組では2本（22，23）はsubterm1一

Tab1e4　Measurements　of　the　somat1c

　chromosomes　m　H　o閉械αZz8L

　　　　c　v　Anne　Mar1e　2n＝24

Tab1e5　Measurements　of　the　somat1c

　chromosomes1n　H　o閉〃肋Zz5L

　　　　c　v　B1smarck　2n＝24

　　　　　　　　　　　　　Tota1　FormCh・・mL・・gthi・（μ）　（μ）（％）C…t「iα
　　　　　　　　　　　　　Tota1　FormCh・・mαL・…hi・（μ）　（μ）（％）Const「1c

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

11．．4＋　5．6：5，6

11．7＋　6．4：4．4

10．3＋　5，8

12．2＋11，7

12．8＋11，1

11．1＋10，6

12．5＋　9，2

10．6＋10，6

10．6＋10，3

11．1＋　9，4

10．3＋10，0

10．O＋　9．2

8．3＋3．1

8．3＋2．5

8．6＋2．2

7．8＋2．8

7．2＋2，8

6．9＋2．5

5．6＋1．7

5．8＋1．4

5．6＋1．4

4．2＋2．5

3．9＋1．7

3．9＋1．7

4．2

22，6

22，5

20，3

23，9

23，9

21，7

21，7

21，2

20，9

20，5

20，3

19，2

11，4

10，8

10，8

10，6

10．0

9．4

7．3

7．2

7．0

6．7

5．6

5．6

49，6

48，0

49，3

49，0

46，4

48，8

42，4

50，0

49，3

45，9

49，3

47，9

27，2

23，1

20，4

26，4

28，0

26，6

23，3

19，4

20，0

37，3

30，4

30．4

M
M
M
M
M
M

S〕〉ll

M
M
M
M

　M

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

SM
S　T

S　T

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

13．9＋　8，6

14．4＋　7，8

13．1＋　6，9

16．1＋15，3

15．6＋14，4

14．7＋14，4

13．6＋12，5

13．1＋12，8

14．2＋10，8

12．2＋11，7

11．7＋11，4

11．9＋11．1

9．7＋4，2

10．0＋　3，9

10．6＋　3，3

10．6＋　3．1

9，7＋3，6

10．3＋　2．8

5．6＋3．1

5．8＋2．2

6．1＋1．7

6．4＋1．1

5．6＋1．7

5．8＋1．1

5．3

5．0

5．8

27，8

27，2

25，8

31，4

30，0

29，1

26，1

25，9

25，0

23，9

23，1

23，0

13，9

13，9

13，9

13，7

13，3

13．1

8．7

8．0

7．8

7．5

7．3’

6．9

50，0

47，1

49，2

48，7

48，0

49，5

47，9

49，4

43，2

49，0

49，4

48，3

30，2

28，1

23，7

22，6

27，1

21，4

35，6

27，5

21，8

14，7

23，3

15．9

M
1〉［

M
M
M
M
M
M
SM
M
M
M

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

SM
SlT

S　T

S　T

S　T

S　T
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na1だが，’他のユ本（24）がsubmedianである．

しすなわち本種の染色体はmedianのものが2組，

subtermma13組，不等対3組からなる．すなわち本

品種では上述の三倍性，4品種と比較すると不等対が多

い．しかし，二倍性のPink　pear1とは不等対の数が

同じである．

　　　　　　　　考．　．察

　本研究の第1報で，筆者の報告したヒヤシンスの二倍

性（2n＝16）4品種のうち，Gertrudeの核型は4対

（第1～第4対）の8本の染色体が一次狭窄をmedian

にもつV型で，他の4対（第5～第8対）の8本の染色

体が一次狭窄をsubtermma1にもつ〕型で，この核型

4V＋4jはヒヤシンスの基本的な核型と考えられた．し

かるに他の3品種の核型も本質的には4V＋4jである

が，そのうちLa　Victoireでは第3対の2本が共に一

次狭窄の位置がsubmed1anと変化し，更に他の2品種

Tab1e6　Measurements　of　the　so卿at1c

　chromosomes　m　H　orκ肋αZz5L

　　　　c．y．Lady　Derby　2n〒24

　　　　　　　　　　　　　Tota1　FormChromo　　Length　m（μ）　　　　　　　　　　　　Cρnstric．
　　　　　　　　　　　　　　（μ）　（％）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

14．2＋　6，4

13．1＋　6，9

13．9＋6，1

14．4＋14，2

14．4＋13，3

13．3＋12，2

13．1＋11，7

13．3＋11，1

13．3＋10，8

12．5＋10，6

11．7＋11，1

11．1＋10，6

10．3＋2．8

9．7＋3．3

9．4＋3．3

9．2＋2．8

9．4＋2．5

8．1＋3．3

5．8＋2．5

6．1＋1．9

6．1＋1．4

5．8＋1．4

5．O＋2．2

4．7＋2．5

5．3

4．7

4．4

25，9

24，7

24，4

28，6

27，7

25，5

24，8

24，4

24，1

23，1

22，8

21，7
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M
M
M
M
M
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S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T

S　T
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SM

R01desBe19esおよびPr1nceHenryの場合は，第
3対の2本のうち1本は一次狭窄がmedianのままだ

が，1本がsubmedianに変わり不等対になっている．

本研究に用いた二倍性品種Pink　pear1の場合は第1

組，第4組そして第8組の染色体中1本ずつがsub－

medianになっていて，3組が不等対になっている．こ

の様にヒヤシンスの二倍性においては，基本的核型4V

＋4jを保持しながらも，個々の品種間には，品種の分

化に伴い，1～3の染色体組に核型の分化が起っている

ことが明らかとなった．

　次に本研究ではヒヤシンスの三倍性（2n；24）品種

の核型分析が，はじめて行なわれた．観察された三倍性

5品種　Cyc1op，Kmg　of　the　B1ues，Anne　Mar1e，

B1smarckおよびLady　Derbyの核型はいずれも本質

的には二倍性の場合と同様な4V＋4jが3組ずつからな

るが，個々の品種の染色体の形態には若干の分化が認め

られた　すなわちKmg　of　the　B1uesでは第3組の1

本がsubmed1anに変っている　また，Cyc1opでは第

8組の2本がsubtermma1だが1本だけがsubmed1an

である．さらにAnne　Mar1eでは第3組のうち1本が

submedianに，第8組の1本だけが．submedianに変

わり，B1smarckでは，第3組の1本がsubmed1anに，

第7組の1本がsubmed1anに変わり，Lady　Derby

では第1，3組の1本ずつがsubmedianに，第8組の

1本がsubmedianに変っている、

　このように観察された三倍性ヒヤシンスの5品種で

は，品種により1～3染色体組において，各組の3本の

染色体申1本ずつに形態的な分化が見られた．

　本研究の第1および2報で観察されたヒヤシンスの二

一倍性および三倍性の園芸品種では，いずれも品種の分化

に伴い核型の分化が起っていることが認められた．
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　　　　　　　　摘　　　　　要

　1）本研究では，ヒヤシンス（耳如o伽肋30r｛励αZ｛∫L．）

の6園芸品種．Pmk　pear1，Cyc1op，Kmg　of　the

B1ues，Ame　Mar1e，B1smarckおよびLady　Derby

の核型分析を行なった．

　2）Pink　pear1は二倍性で，その核型は2n＝16＝

8V＋8jである．

　3）Cyc1op，Kmg　of　the　B1ues，Anne　Mar1e，
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B1smarckおよびLady　Derbyの5品種は三倍性で，

その核型は　2n＝24＝12V＋12jである．

　これら三倍性5品種の核型の間には，わずかな相違が

見られた．
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Figs. 7- 12 Somatic chromosomes six garden Varieties in Hyacinthus orientaZis L 

(7. 2n = 16, 8-12. 2n = 94) 

7. Pink pearl 8. 
9. King of the Blues lO. 

11. Bismarck 12. 

x I . 230 

Cyclop 

Anne Marie 
Lady Derby 

Summary 

1. This investigation was carried out to decide on the Karyotypes of six garden 

varieties of Hyacinthus orientalis L. : Pink pearl, Cyclop, King of the Blues, Anne 

Marie, Bismarck and Lady Derby 

2. Pink pearl was diploid and its Karyotype was expressed in the formula, 

2n = I~F gV+8j. 
3. A11 the other five investigated were triploid, and had the karyotypes, 2n=24=12V+12j, 

though slight variations were observed among them 
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